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Ann. Reρt. Plant Prot. North Jaρan 

リンドウにさび胞子世代を有するヌマガヤさび病菌Pucciniamoliniae， 
特にリンドウが自生しないヌマガヤ湿原における発生特徴について

仲谷房 J台本・原因幸雄本場

Occurrenc日ofGentian and Moor Grass Rust Caused by Puccinia moliniαe， 

with Emphasis on Characteristic Outb1'eaks of the Rust in the Moor Wh日1'eGentian is not Growing 

Fusaharu NAKATANI' and Yukio HARADA本*

東北地方の高標高地(標高950】1，600m)に分布する湿原でリンドウ(エゾオヤマリン
ドウ)にさび胞子世代，ヌマガヤに夏胞子と冬胞子世代を形成する異種寄生性さび病菌お

よびリンドウが自生していない八甲田沼代平湿原(襟高560-580m)において多発してい
るヌマガヤさび病閣は，ヌマガヤ属さび病の既知種PucciniαmoliniaeTul.と形態的特徴
がほぼ一致した.間代王手湿原で採集したヌマガヤさび病菌をエゾオヤマリンドウに接種し

たところ，さび胞子tlJ:代を形成した. 1年の調査では，国代平湿原のヌマガヤで，本病は
8月5日に散発し，特定の株にだけ病斑が形成され， }務辺の伝染源と思われるさび胞子世
代のさび病菌に感染した植物は認められなかった.田代王手湿原における夏胞子の伝播によ

るさび病の蔓延は，異種寄生性の生活環が観察される高襟高地の湿原に比較して，約1か
月も遅い 9月中旬まで続いた.

Key words: Gentiαηα triflora var. jα:pomcα f. montαnα， hetero巴ClOUSrust， 

MoliniαJα:ponica， Puccinia moliniαE 

東北地方の国代岳，八婿平，南八幡平，楽駒山，鳥海

山の高標高地(標高950-1，600m)に分布する湿原や雲

間草原には， リンドウ (エゾオヤマリンドウ

Gentiαηα triflorαvar. }<α:ponicαf. m口ηtαηα)にさび

Ilel子世代， ヌマガヤ (Moliniαjaponicα)に主主胞子およ

び冬胞子世代を持つ奥様寄生性さび病 (Pucciniasp.) 

が発生している (5， 7). これらの発生地点ではいず

れもヌマガヤが優先種となっているIZ域にワンドウが多

数分布するという植生的特徴が見られる. ところが，

2006年9月30日にリンドウの自生していない八甲田沼代

王手湿原(標高560叩580m)において， ヌマガヤさび病が

多発していることを観察した.そこで， 83代王手湿原のさ

び病菌のリンドウに対する接穂試験を行うとともに，同

湿原の自生植物にさび胞子世代が形成されるかどうかお

よびヌマガヤさび病の発生推移を観察した.また，高標

高地およひ、国代平湿原の両地域で採集されたヌマガヤさ

び病磁の同定を行った.

材料および方法

上田代平湿原における自生植物の分布状況，ヌマガヤ

さび病菌のさび胞子世代の探索およびヌマガヤさび病

の発生調査

田代平湿原におけるヌマガヤさび病菌のさび胞子段代

を探索するために，湿原に自生する植物の分布状況およ

びさび胞子tIJ:代の形成状況を，湿際の中に設置されてい

る木道(全長約1.5km)から観察した. 2007年6月9B 

から 8月5臼まで 2週間置きに，合計5因調査した.

ヌマガヤさび病の発生調査は，ヌマガヤが 1~2 枚出

葉している2007年6月9日から開始し， 2週間置きに，

10月13日まで，合計10田行った 木道に沿って，ヌマガ

ヤさび病の発生状況を観察するとともに，病斑の夏胞子

堆および冬胞子堆の形成状況を調査した.

2.接種試験

問代王手湿原において発生しているヌマガヤさび病密

(以下，田代平湿原菌とする)のりンドウに対する病原

性ぞ明らかにするため，鉢植え(鼠径15cmの黒色ポリ

ポットにリンドウの 3年生株株を植栽)のエゾオヤ

本岩手県中央農業改良普及センタ IwateChuo Ag1'icultural Extension Center， Narita， Kitakami， Iwate， 024-

0003 Japan 
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世代を持つヌマガヤさび病菌(5， 6) (Pucciniαsp.) 

およびヌマガヤさび病菌として知られている Puccinia

moliniae菌 (2，3， 4)のものと比較した.

結果

1.田代平湿原における自生植物の分布状況，ヌマガヤ

さび病菌のさび胞子世代の探索およびヌマガヤさび病

の発生調査

国代平湿原はヌマガヤ湿原であり，ヌマガヤの分布は

広く，植生密度も高かった.続いて，ヤチヤナギ，ワタ

スゲ，キンコウカ，ナガボノシロワレモコウの分布が広

マリンドウ (Gentiαnα triflorαvar. ]αponicαf  

montαna，以下リンドウとする)の株元に冬胞子堆が

多数形成されたヌマガヤ葉(多発して枯れあがった棄を

雪中で越冬させたもの)を地面が穏れる程度に敷き詰め，

野外で自然感染させる方法で接穫した. 2007年4月12日

に萌芽してきたリンドウ 3鉢に接種して，病徴を観察す

るとともに， 5月8臼に葉および茎に形成されている病

斑数を調査した.

3. ヌマガヤさび病菌の同定

国代王手湿原において採集したヌマガヤさび病E惑を検鏡

するとともに，その形態的特徴を， 1)ンドウにさび胞子
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a) 2007年 8月5日.

b)最初に展開してきた葉(葉身を有するもの)を第 l葉とした.

c)夏胞子堆:胞子堆が夏胞子からなる.夏胞子+冬胞子:胞子土佐が夏胞子ばかりでなく冬胞子も形成.冬胞子:

胞子堆が冬胞子からなる.

d)葉が展開していない.

八甲EB田代平湿原におけるヌマガヤさび病の初発機認11寺叫の葉位別病斑数および夏胞子・冬胞子形成状況
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い.分布が部分的なものには，ヨシ，ツルコケモモ，ウ ともに，冬純子培に換わっていた.擢病株の周辺への発

メパチソウ，モウセンゴケ，レンゲツツジ，ハイイヌツ 生拡大は顕著ではなかったが，新たに， 12か所で発生を

ゲ，ヒメシャクナゲ，クマザサがあり，局地的な分布の 確認した.それらの発病株に形成されていた胞子堆は，

ものには，サワギキョウ，ニソコウキスゲ， トキソウ， 前回の調査と同様に，夏胞子堆が大部分を占めていた

コパノトンボソウ，カキラン，サワラン，ネジバナ，タ そのうちの4か月号は，夏胞子堆ばかりでなく，冬胞子堆

チアザミ，ヒメシロネ，ノリウツギ，タチギボウシなど が多数形成されており，前回の調査で見逃していたもの

があげられる.これらの積物にさび胞子の形成は認めら と思われる

れなかった 9月1日の調査では， 8月に発生が認められた地点を

田代平湿原におけるヌマガヤさび病の発生は， 2007年 中心lこ，さび病の発生株が連続して観察されるようにな

6~7 月に行った 4 回の調資では，認められなかったが， り， 9月15Bには，木道局辺の大部分のヌマガヤで発生

8月5Bの認至宝で初めて発生を確認した.木道沿いの 8 が認められるようになった.それらの株の胞子堆は，冬

か所で散発していた.周辺植物には発生せず，特定の株 胞子堆が多数綴察されるとともに，夏胞子堆の形成も観

あるいは株群で多くの病斑が形成されていた.代表株の 察された. 9月29日以降，さび病の蔓延は停滞し，新た

葉位別病斑(胞子堆)数を調べると，第2奨および第3 な病斑も形成されなかった.

業に多数の病斑が形成されていた.それらの大部分は褐 2.接種試験

色粉状の夏胞子堆であったが，長楕円形あるいは線形の 2007年 4月12日に，伝染源をリンドウの株元に敷き詰

夏胞子土佐の両端に冬胞子が形成され始めるものも認めら め，その後のさび病の発生推移を観察した結果， 5月自

れ，一部の株(第 l表B地点NO.1およびF地点No.2， 日に，淡黄色，円形のm点が葉および、茎に多数発生した
3 )では， ZZ胞子堆のほかに黒色の冬胞子堆が多数形成 (第2表). 5月12日には主主の裏街に白色の鏡子!径が環状

されていた(第 l表).こ形成されはじめ， 5月19日には裳面の病斑の全面に鋳

8月17日の調査では，前回の調査で発生を確認した株 子腔が形成された(第 1図).これらの症状は，これま

の病斑においては，形成されていた夏胞子は分数すると で餓察してきた奥種寄生性さび病菌 (5，6， 7)の場

第2表 間代平湿原のヌマガヤさび病閣のリンドウに対する病原性

試験区
株数 茎数 葉数b) 発病葉率cl 病斑数/葉cl

(株) (本/株) (枚/株) (%) ( f閲)
接穏区，) 3 2.7 32.7 59.2 8.7 

対照区 3 3.0 46.7 O O 

a)鉢植えのエゾリンドウを供試し 4月12日に冬胞子形成ヌマガヤ葉を株元に敷き詰めた

b) 1対2薬として調査.

c)調査月B・5月6日

第11ヨ 八月ヨ回目代王手湿原採集ヌマガヤさび病密接種リンドウ上に形成され
た鏡子腔病斑
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第3表 ヌマガヤ類のさび病蕗Puccinia属菌の比較

形態的特徴 宿主:ヌマガヤ Moliniα japonica
宿主 :Molonoa 

coeruleα，) 

P.sp. P.sp. P.moliniae P.moliniαe P.moliniαE 

(比車交項目) (奥穏苦手Ii性萄， (八Efl沼町代平視原 ({責務誠哉， 1950) (Hiratsuka et α1.， (Cummins， 1971) 
{中谷・際的， 2005) 議， {I中谷・原田) 1992) 

形状 楕円形，長楕円形精円形，長矯円形楕円形，長楕円形広橋円形 楕円形，長婿円形

先端部 円形，鈍尖 円形，鈍尖 円形，鈍尖 平滑 平滑

中関吉s 少しくびれる 少しくびれる 少しくびれる 未記載 米記載

基部 円形 円形 円形 未記載 未記載

色 黄褐色，褐色 資褐色，褐色 策褐色，褐色 架茶色 架茶色

冬胞子の大きさ

長さ (μm) 39-58 40-57 40-54 36-48 24-48 

~Iil (μm) 21-24 21-24 20-26 24叩28 24-28 

冬胞子柄

色 無色上部黄色 無色，上部黄色 無色，上部黄色 無色，黄色 無色，黄色

著しく長い，時に 著しく長い， 11寺に 著しく長い， 11寺に 時に200μmに及 i待に200μmに及

長さ 200μmに及ぶ 200μmに及ぶ 190μmに及ぶ ぷが，普通はそれ ぷが，普通はそれ

より短い より短い

夏胞子の形態

形状
f，j(形，亜球形 球形，亜球形 球形，堕球形，広球形，伺i卵形 球形，倒卵形

楕円形

色 淡黄褐色 淡黄褐色 手持褐黄色 淡黄褐色，金"ES 淡黄褐色，金色

夏胞子の火きさ

長さ (μm) 19-26 20-27 20“29 23-33 25-30 

18-23 19-23 19-24 20-29 22-26 

a) Molinia coeruleaに寄生するP.moliniαEとして， Gaumann (1959)の記載があるが，冬胞子の大きさ(長さ.

40-43μm，隠:26-28μm)と図しか記救されていないので省略.

謬

第2図 八甲自由代平湿原採集ヌマガヤさび病菌の冬胞子 第3図 八甲田田代平湿原採集ヌマガヤさび病菌の夏胞子

合とj司じであった. 6月になると病斑部が腐敗して，枯 先端は円形あるいは鈍尖，基部の多くは円形であり，中

れ上がった.なお，接種区(鉢)から 5m離れた地点 隔部は少しくびれ，平滑で，褐色を呈する.大きさは40ー

に霞いた対照区(鉢)ではまったく発病が認められなかっ 57 x 21-24μm，柄は永続性で，細く，無色であり， 200 

た(第2表). μmに及ぶほど長い(第2図，第3表).麦胞子は球形

3. ヌマガヤさび病菌の伺定 ~亜球形，いぼ状刺を有し，黄褐色，大きさは 20-27x

田代平混原菌の冬胞子は，楕円形あるいは長楕円形で 19-23μmで、あった(第3図，第3表). これらの形態的
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特徴は異種寄生性菌と河じであり，大きさも悶等であつ れているヤチヤナギに注尽して観察したが，いずれの植

た.また，既知穣PucciniαmoliniαeTul.と比較する 物においても，さび胞子の形成は認められなかった.こ

と，伊藤(4)の記載と一致した.これらのことから， のように田代平湿原においてはヌマガヤだけで生活環が

間代平湿原菌および異種寄生性閣は Pucciniαmoliniae 成立しているものと思われる.

と伺定した. リンドウにさび胞子t!t代，ヌマガヤに夏胞子および冬

考察

りンドウの自生していない田代平湿原において，ヌマ

ガヤさび病の発生を， 2007年 8月5日に確認した.初発

l時の発生様相は， リンドウとヌマガヤでの異種寄生性の

生活環を示す高標高地の場合とは異なった.高標高池に

おいては， リンドウ株の周辺のヌマガヤに多数の病斑が

形成され，そこから離れるにつれ急激な病斑数の減少が

銃察され，ヌマガヤさび病が多発する地点の中心には，

必ずリンドウの発生株が存在していた(7). これに対

して，旧代平湿原においては， リンドウに相当するよう

な伝染源植物は認められず，特定のヌマカ<"-1'株にだけ病

斑が形成され，周辺の株には発生が認められなかった.

また，主主位別の発生状況を比較すると，高標高地の場合，

リンドウで形成されたさび!J包子から感染し，初発時の病

斑は下位葉に限定され，その後，発生部伎が上位葉に移

るのに対して(6 )，田代平湿原においては，その時点

に展開していた葉に同時に発生が認められた.初め形成

される胞子土佐は夏胞子堆であり，後に冬胞子土佐に換わる

ことは，高標高地における場合(6)と同様であった.

初発を確認した 8月5日において，主主胞子;堆のほか冬胞

子堆が多数形成されていた株が存在していたが，~胞子

が形成された胞子t創立 2週間後には冬胞子土佐に霞き換

わることから(6 )， これらの株は少なくとも 7月中旬

には発病していたものと推察される.

田代平湿原におけるさび病は， 9月に入り，急激に蔓

延した.特に， 8月において発生が磁認された地点で顕

著であり，3[胞子の伝播によるものと考えられる.商標

高地におけるヌマガヤさび病の蔓延は 8月中旬までの

限られた期間であり，発生時期はリンドウ上のさび胞子

の形成時期に，発生量はさび胞子の形成量に左右される

のに対して(6 )，回代王手湿原では，夏胞子による感染

が，高標高地より 1か月も長く， 9月中旬まで続くため

に，多発したものと推察される.これは，図代平湿原の

標高が560-580mと{尽く，高標高地に比較して， i調度条

件が感染に適するためと思われる.このようなヌマガヤ

さび病の発生は，他に存在するかどうか今後明らかにし

なければならない.

国代平湿原にリンドウに換わるさび胞子世代を形成す

る植物が存在するのではなL、かと自生する30種の植物を，

中でもヌマガヤと向様に中潤湿原の指標植物として知ら
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胞子世代を形成する異種寄生性さび病菌，Puccinia sp. 

( 5 )は，襟高900m以上の高楼高地において， リンド

ウとヌマガヤが混生する湿原や雲図草原でしか認められ

ない(7).一方， リンドウが自生していない八甲田田

代平湿原においても，ヌマガヤさび病が多発しているこ

とが観察され，そのさび病菌は，これまで観察してきた

累積寄生性さび病菌と同様，夏胞子および冬胞子の形態

が， ヌマガヤ属さび病閣の既知種，Puccinia moliniae 

Tul. (3， 4)の記載備にほぼ一致した.田代平湿原ヌ

マガヤ麗冬胞子(担子胞子)を 1)ンドウに接穏した結果，

リンドウの葉および茎にさび胞子技代を形成した. これ

らのことから，今回，東北地方でヌマガヤjこに発見され

た異種寄生性さび病闘は，これまでヌマガヤ属のさび病

菌として知られている P.moliniaeと同定した.

P.moliniαe はヨーロッパや[13閣に分布し，ヌマガヤ類
Molininiαcoeruleaに夏胞子および冬胞子世代を，

Melαmpyrum属 Origαnum属，Prunenellα属機物等

にさび胞子世代を形成する複合穏であるが(1， 2)， 

Gentiαnα偶植物にさび胞子t!t代を形成する知見はない.

よって，さび胞子役代における寄生性の分化が推測され

るので，今後の検討が必要である.
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